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［成果情報名］人工林にタケが侵入しやすい条件の解明と効果的なタケ拡大抑制技術 

［要約］樹冠疎密度 60％以下、または林齢 25 年生以下の人工林でタケが侵入しやすく、優

先的な対策が必要である。伐竹と切り株への薬剤注入を冬、夏、冬の３期連続処理するこ

とでタケの拡大を抑制できる。 

［キーワード］侵入竹、機械学習、樹冠疎密度、薬剤の切り株注入 

［担当部署］森林林業部；森林管理チーム、森林資源活用チーム 

［連絡先］0942-45-7982 

［対象項目］竹  ［専門項目］育林   ［成果分類］行政対応 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

タケは成長力が旺盛で、管理放棄された竹林から隣接する森林や農地等に侵入する被害

が生じている。県では、造林事業による樹種転換や森林環境税を活用した荒廃森林整備事

業による侵入竹除伐（人工林へ侵入したタケの伐採）などを進めている。これらの事業を

より効果的に行うためには，タケの侵入状況や人工林の林分状況に応じて，優先的に対策

が必要な林分条件を明らかにする必要がある。 

そこで本研究では，タケが人工林に侵入しやすい条件を明らかにするとともに，タケの

拡大を効果的に抑制する技術を開発する。 

（要望機関：林業振興課（R2）、北九州市（R2）） 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．竹林の分布域は、デジタル空中写真から機械学習（ランダムフォレスト法）による教

師付き分類により 90％以上の精度で特定できる（図１、一部データ略）。 

 

２．人工林におけるタケの侵入しやすさは、樹冠疎密度（≒林内光環境）と林齢（≒樹高）

から判断することができ、樹冠疎密度 60％以下、または林齢 25 年生以下の林分で優先

的な対策が必要である（図２、一部データ略）。 

 

３．侵入元となる竹林のタケと侵入したタケをすべて伐竹し、切り株に薬剤注入すること

で、伐竹のみよりもタケの発生数を大幅に減少できる。本処理を冬、夏、冬の３期連続

実施することで、タケの拡大を抑制できる（図３）。 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は、普及資料として取りまとめ林業振興課、農林事務所等に配布する。 

 

２．本手法により竹林分布域を特定する場合は、地上解像度 50cm 以内のデジタル空中写真

を用いて、撮影年度ごとに分類器を作成する必要がある。 

 

３．切り株への薬剤注入は、タケ用に農薬登録されているグリホサート系除草剤（グリホ

サートカリウム塩（48％）液剤）を用いて、森林所有者等の了解のもと実施する必要が

ある。 
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：放置竹林拡大抑制技術の開発 

予 算 区 分 ：県単Ｂ 

研 究 期 間 ：令和５年度（令和３～５年） 

研究担当者：桑野泰光、楢﨑康二、鶴崎 幸、大川雅史 

 

 

 

図１ 機械学習による竹林分布域の特定（令和５年） 

【手順】 

①デジタル空中写真から竹林エリアとその他エリアの

色と模様に関する特徴量を抽出 

②各エリアの特徴量を学習用データと参照用データの

２つに分類 

③統計解析ソフトＲを利用し学習用データから分類器を

作成 

④③の分類器をデジタル空中写真に適用し竹林域を抽出 

注)１．図で使用したデジタル空中写真は八女市で 2016 年 6 月に撮影されたもの 

２．機械学習はランダムフォレスト法による 

図３ 実証試験における立竹密度の推移

（令和３～５年） 

注)１．各処理は立竹密度調査と同時期に実施 

２．薬剤注入はグリホサート系除草剤の切り

株注入（原液５～10mL/株）を伐竹直後

に実施 
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図２ 人工林の林齢および樹冠疎密度と

タケ侵入リスクの関係 

（令和３～５年） 

注)１．樹冠疎密度は目視で判定 

２．林齢は調査時点のもの 

３．侵入リスクは県内 110 箇所で調査を行

い、タケの侵入範囲や侵入竹のサイズお

よび密度からクラスター分析により分類 


